
住民基本台帳　（前月比）
計 41,749 （－50）
男 19,774 （－19）
女 21,975 （－31）

世帯数 18,001 （－11）

※65歳以上人口
計 14,681人  男 6,363人  女 8,318人

平成30年３月１日現在

市民のうごき
◆市政の窓
◆当初予算のあらまし
◆市税等納期のお知らせ
◆情報ひろば
◆吉野川市特定不妊治療助成事業が始まります
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中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
事
業
を
進
め
て
い
る
麻
植
協

同
病
院
跡
の
解
体
工
事
は
、
ほ
ぼ

完
了
し
、
平
成
30
年
度
に
は
施
設

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　

施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
ア

リ
ー
ナ
棟
に
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
設
け
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
な
ど
も
配
置
し
、健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
機
能
の
充
実
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
に
併
設

す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
棟
に
は
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
複
合
し
た

文
化
・
芸
術
・
情
報
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
設
け
ま
す
。

　

両
施
設
の
一
体
的
な
整
備
に
よ

る
相
乗
効
果
で
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
「
新
た
な
に
ぎ
わ
い

の
拠
点
」
と
し
て
、
平
成
31
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
鴨
島
東
部
地
区
認
定
こ
ど

　
も
園（
仮
称
）の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

　

昨
年
６
月
に
着
工
し
た
、
建
設

用
地
な
ど
の
造
成
工
事
は
、
舗
装

工
事
を
除
き
完
了
し
ま
し
た
。　
　

　

そ
し
て
１
月
15
日
に
は
、
牛
島

幼
稚
園
・
小
学
校
の
保
護
者
、
近

隣
住
民
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
工

事
説
明
会
を
実
施
し
、
同
月
22
日

に
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
末
に
は
、
園
舎
の
本

体
工
事
が
完
成
し
、
平
成
31
年
４

月
の
開
園
予
定
で
す
。

　
鴨
島
中
央
部
認
定
こ
ど
も

　
園（
仮
称
）整
備
事
業

　
「
吉
野
川
市
幼
保
再
編
計
画
」

な
ど
を
も
と
に
、
鴨
島
中
央
部
地

区
の
公
立
幼
稚
園
２
カ
所
、
私
立

保
育
所
１
カ
所
を
再
編
し
た
整
備

計
画
を
進
め
て
お
り
、
平
成
32
年

４
月
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

  

現
在
の
私
立
鴨
島
中
央
保
育
園

敷
地
内
に
新
築
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
市
内
全
域
に
お
け
る
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
が
整
い
、
幼
保
再

編
計
画
の
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
・
保
育
お
よ
び
保

護
者
に
対
す
る
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り 

●
特
定
不
妊
治
療

　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
を
行
う

「
特
定
不
妊
治
療
」
は
、
保
険
適

応
外
と
な
り
、
１
回
の
治
療
に
高

額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
身
体

的
、
精
神
的
負
担
に
加
え
、
経
済

的
負
担
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
県
が
実
施
し
て

い
る「
こ
う
の
と
り
応
援
事
業（
特

定
不
妊
治
療
費
用
助
成
事
業
）」

に
上
乗
せ
す
る
形
で
、
市
が
治
療

費
用
の
助
成
を
行
い
、
希
望
が
叶

い
、
安
心
し
て
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査

　

生
ま
れ
つ
き
、
両
側
の
耳
の
聞

こ
え
に
異
常
が
あ
る
お
子
さ
ん
は
、

１
０
０
０
人
に
１
～
２
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
に
よ
り
聴
覚
の
異
常

を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療

を
行
う
こ
と
で
、
言
葉
の
発
達
へ

の
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
県
内
広
域
医

療
機
関
に
お
い
て
実
施
し
、
乳
幼

児
の
早
期
の
療
育
と
成
長
発
達
を

支
援
し
ま
す
。

　
健
康
で
福
祉
に
温
か
い

　
ま
ち
づ
く
り

●
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
　

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
を
支
え

る
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
増

加
す
る
給
付
費
や
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
合
い
、
自

分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
第
７
期
計
画
の
策

定
に
合
わ
せ
て
、
65
歳
以
上
の
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
見

直
し
も
行
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化

の
進
行
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
、
保
険
料
の
増
額
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、
制
度
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
は
引
き
続
き
、
資
格
管
理
や

保
険
給
付
、
保
険
税
の
賦
課
・
徴

収
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
国
お
よ
び
県
の
補

助
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
事
業
納

付
金
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
た
め
、

現
行
の
税
率
に
据
え
置
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
保
制
度
の
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

元気に、すくすくと

市政の窓

　平成30年３月吉野川市議
会定例会開会日、川真田市長
は、平成29年度のこれまで
の成果と平成30年度の市政
運営方針について、その所信
を表明し、市民の皆さんや市
議会に理解と協力を求めまし
た。要旨は次のとおりです。

市政の窓



　
教
育
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備

　

麻
植
協
同
病
院
跡
地
に
建
設
さ

れ
る
ア
リ
ー
ナ
を
拠
点
に
、
地
域

住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど

も
の
体
力
向
上
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
な
ど
を
図
り
、
市
民
が
分
け

隔
て
無
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
で
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、
関
係

団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
第
２
期
吉
野
川
市
教
育
振
興
計

画
策
定
業
務　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
市
で
は
、
平
成
21
年
に
策
定

し
た「
吉
野
川
市
教
育
振
興
計
画
」

が
平
成
30
年
度
に
最
終
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
新
た
に
第
２
期
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

お
よ
び
事
業
の
進
捗
状
況
や
成
果

を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や
少
子
化

の
進
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
、
地
域
・
家
庭
の
状
況
の
変
化

な
ど
、
教
育
環
境
を
取
り
巻
く
諸

課
題
を
把
握
し
、
本
市
が
目
指
す

教
育
を
実
現
す
る
計
画
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
吉
野
川
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
も
計
画
期
間

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、「
女
性

活
躍
推
進
法
」
が
定
め
る
「
女
性

の
採
用
・
登
用
・
能
力
開
発
等
の

た
め
の
事
業
主
行
動
計
画
」
を
包

括
す
る
新
た
な
計
画
と
し
て
、「
第

３
次
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
・
出
生
届
お

よ
び
記
念
撮
影
事
業

　

本
市
で
は
、
婚
姻
届
、
出
生
届

な
ど
の
提
出
の
際
、
希
望
者
に
記

念
撮
影
を
行
い
、
写
真
デ
ー
タ
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
て
本

人
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
送
信
し
、

記
念
と
し
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
は
、

本
市
が
誇
る
べ
き
国
の
伝
統
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
阿
波
和

紙
」
を
活
用
し
、
新
た
に
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
お
よ
び
出
生
届

を
作
成
し
ま
す
。

　

和
紙
に
つ
い
て
は
、
阿
波
和
紙

の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
資
源
と
し
て
の
再

認
識
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
多
目

的
運
動
場
整
備
事
業

　

川
島
町
の
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る
多

目
的
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、

建
設
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
概
要
は
、
一
般
用
の

サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
１
面
分
の

広
さ
に
ロ
ン
グ
パ
イ
ル
の
人
工

芝
を
敷
設
し
、
そ
の
周
囲
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
な
遊
歩
道

エ
リ
ア
な
ど
も
設
け
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
天
候
に
影
響
さ
れ

に
く
い
屋
外
運
動
施
設
が
確
保
さ

れ
、
市
民
の
体
力
向
上
や
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
各
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
な
ど
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
を
期
待
し
ま
す
。

●
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
事
業

　

昨
年
か
ら
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
Ｊ
リ
ー
グ
２
０
１
８
シ
ー
ズ

ン
の
吉
野
川
市
民
デ
ー
は
、
６
月

10
日
の
日
曜
日
、
午
後
４
時
キ
ッ

ク
オ
フ
で
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

戦
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
鳴
門
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス

タ
ジ
ア
ム
へ
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
、徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●「
広
報
よ
し
の
が
わ
」の
全
ペ
ー

ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
化

　
「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
を
平
成

30
年
６
月
号
か
ら
、
全
ペ
ー
ジ
を

フ
ル
カ
ラ
ー
に
刷
新
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
四
季

折
々
の
魅
力
を
「
わ
か
り
や
す

く
」
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ー

ジ
数
も
４
ペ
ー
ジ
の
拡
大
を
図
り
、

文
字
な
ど
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
な
ど
に
も
配
慮
の
あ
る
、

読
み
や
す
い
広
報
誌
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参

加
い
た
だ
け
る
新
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
取
り
入
れ
、
ど
の
世
代
の
方
に

も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
「
広
報

よ
し
の
が
わ
」
を
目
指
し
、
本
市

の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

　
ま
ち
づ
く
り

●
美
郷
梅
酒
ま
つ
り
テ
レ
ビ
企
画

事
業

　

美
郷
地
区
で
は
、
現
在
５
軒
の

酒
蔵
が
こ
だ
わ
り
の
梅
酒
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
毎
年
11
月

に
開
催
の
「
美
郷
梅
酒
ま
つ
り
」

は
、
３
５
０
０
人
が
訪
れ
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
回
目
の
節
目
の
特

別
企
画
と
し
て
、
四
国
放
送
テ
レ

ビ
と
連
携
し
た
「
美
郷
梅
酒
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
四
国
放
送
の
梅

山
茜
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
美
郷
を
取

材
し
、
夕
方
ワ
イ
ド
番
組
「
ゴ
ジ

カ
ル
！
」
で
年
間
特
集
と
し
て
定

期
的
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

梅
山
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
造
っ
た

梅
酒
の
試
飲
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
元
テ
レ
ビ
局
を
通
じ
て
、
県
内

の
多
く
の
方
々
に
梅
酒
の
美
味
し

さ
や
美
郷
の
魅
力
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
に

取
り
組
み
ま
す
。

「阿波和紙」製造の様子



●
移
住
支
援
事
業

　

平
成
29
年
度
は
本
市
へ
の
移
住

を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
相
談
や

き
め
細
か
な
支
援
な
ど
、
地
域
と

の
架
け
橋
と
な
る
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
育
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
所
属
す
る
組
織
に
対

し
、
移
住
支
援
業
務
の
委
託
を
行

い
、
地
域
と
連
携
し
て
移
住
支
援
、

移
住
促
進
を
図
り
、
本
市
へ
安
心

し
て
定
住
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

●
阿
波
藍
の
日
本
遺
産
登
録

　

阿
波
藍
は
、
江
戸
時
代
か
ら

４
０
０
年
に
わ
た
り
、
そ
の
伝
統

が
受
け
継
が
れ
、
徳
島
を
語
る
う

え
で
歴
史
的
・
文
化
的
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
文
化
遺
産

で
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
に
藍
色
が
採

用
さ
れ
、
阿
波
藍
が
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
中
、

本
市
を
含
む
県
内
９
市
町
（
徳
島

市
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
美
馬

市
、
石
井
町
、
北
島
町
、
藍
住
町
、

板
野
町
、
上
板
町
）
は
、
阿
波
藍

に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
「
日
本

遺
産
」
登
録
に
向
け
て
申
請
し
ま

し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
内
の
藍

屋
敷
な
ど
の
文
化
遺
産
を
申
請
し
、

地
域
の
魅
力
や
活
性
化
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
資
源
と
し

て
の
阿
波
藍
の
価
値
の
再
認
識
と

情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
も
唯
一
無
二
の
阿
波
藍
を
産
出

す
る
徳
島
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
の
人
々
も
訪
れ

て
み
た
い
と
思
え
る
地
域
の
創
造

を
目
指
し
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　
　

●
消
防
防
災
活
動
拠
点
事
業

　

大
規
模
災
害
時
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
い
ち
早
く
、
災
害
支
援
物

資
を
届
け
る
物
流
拠
点
の
整
備
を

行
う
た
め
、
山
川
町
春
日
地
区
の

県
道
３
号
線
沿
い
に
、
２
６
４
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
用
地
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
の
荷
物
の

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
る
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
通
常
時
に
は
消
防

操
法
訓
練
が
可
能
な
市
消
防
団
の

団
員
育
成
施
設
、
自
主
防
災
組
織

の
担
い
手
養
成
施
設
と
し
て
利
用

で
き
る
「
消
防
防
災
活
動
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備
に
向
け
、

施
設
の
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

●
福
祉
避
難
所
訓
練
事
業

  

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
、
福
祉
避
難
所
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
の
発
生
直
後
に
は
、
施
設

の
職
員
な
ど
が
す
ぐ
に
配
置
に
付

け
な
い
事
態
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
事
業
所
の
職
員

や
地
域
住
民
、
行
政
な
ど
が
連
携

し
た
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練
を
実

施
し
、
災
害
発
生
時
に
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
円
滑
な
運
営
が
で
き

る
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

●
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

の
設
立

　

近
年
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
、
悪
質

化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
、
消

費
者
被
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的

に
、「
吉
野
川
市
消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
福
祉
団
体
・
自

治
会
・
警
察
な
ど
で
構
成
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
個
人
が

業
務
な
ど
の
中
で
、
見
守
り
が
必

要
な
方
の
情
報
を
協
議
会
内
で
共

有
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　

警
察
と
も
連
携
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
安
心
安
全
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策

　

市
内
に
は
、
貯
水
量
１
０
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
た
め
池
が

18
か
所
あ
り
、
大
雨
や
地
震
な
ど

で
被
災
し
た
場
合
、
下
流
域
に
居

住
す
る
住
民
や
農
地
な
ど
へ
の
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
、
た
め

池
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
鴨
島
町
飯

尾
地
区
の
「
昭
和
池
」
と
、
川
島

町
山
田
地
区
の
「
塚
池
」
に
つ
い

て
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
で
は
、
鴨
島
町
上
浦
・
山

路
の
２
カ
所
が
対
象
に
な
っ
た
た

め
追
加
整
備
を
行
い
、
さ
ら
な
る

防
災
・
減
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

　
効
率
的
に
行
政
運
営
を
す

　
る
ま
ち
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

　

本
市
の
「
ご
み
処
理
計
画
」
お

よ
び
「
生
活
排
水
処
理
計
画
」
に

関
し
、
法
律
な
ど
に
基
づ
き
策
定

す
る
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
の
改
定
作
業
を
行
な
っ
て
お

り
、「
中
間
処
理
施
設
」
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、

従
来
の
広
域
処
理
に
と
ら
わ
れ
ず
、

単
独
処
理
も
視
野
に
入
れ
た
比
較

検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
浄
化
槽
汚
泥
等
」

は
市
内
で
稼
働
中
の
下
水
道
施
設

を
有
効
活
用
し
た
単
独
処
理
へ
方

向
転
換
し
、
準
備
を
進
め
る
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
ご
み
処
理
施
設
」
に
つ
い
て

も
、
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
の

新
施
設
計
画
の
動
向
を
注
視
し
、

そ
の
判
断
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
止
施
設
の
「
鴨
島
環

境
セ
ン
タ
ー
」
の
解
体
に
つ
い
て

も
新
年
度
予
算
に
て
対
応
し
ま
す
。

消防防災活動センター（仮称）イメージ図

災害時用備蓄倉庫・訓練場

土のうステーション

訓練・研修室
便所



紙
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

●
ご
み
分
別
促
進
ア
プ
リ
導
入

　

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い

て
は
、「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

お
よ
び
「
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
「
ご
み
分

別
促
進
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

特
に
若
い
世
代
へ
の
普
及
を
図

り
、
一
層
の
ご
み
の
分
別
と
資
源

化
の
推
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
水
道
を
取

り
巻
く
時
代
や
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
10
年
ご
と
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年

度
に
最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
策
定
中
で
あ
る
送
配
水
管

な
ど
の
水
道
事
業
基
本
計
画
を
基

に
、「
安
全
」・「
強き

ょ
う
じ
ん靱
」・「
持
続
」

の
観
点
か
ら
、
50
年
、
１
０
０
年

先
の
水
道
の
理
想
像
を
踏
ま
え
た
、

実
効
性
の
高
い
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業

法
へ
の
法
適
用
化

　

下
水
道
事
業
は
、
長
期
的
収
支

の
見
直
し
や
下
水
道
使
用
料
の
適

正
化
な
ど
、
今
後
の
経
営
安
定
化

に
向
け
、
平
成
27
年
度
よ
り
法
適

化
に
よ
る
公
営
企
業
会
計
へ
の
移

行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
経
営
戦
略

策
定
審
議
委
員
会
を
設
立
し
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
に
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
持
続
し
て
い

く
た
め
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
経

営
戦
略
」
を
策
定
し
、
よ
り
一
層

経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
２
月
26
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
予　
算

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
億

７
６
１
９
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
、
２
３
１
億
４
７
７

４
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
４
億

５
４
０
１
万
円
を
減
額
し
、
総
額

を
57
億
９
５
３
２
万
８
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
１

５
９
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
を
６
億
３
３
３
０
万
１
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
６

１
５
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
54
億
３
４
３
１
万
２
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
８
６

９
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
を
10
億
３
９
４
５
万
７
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億

９
２
７
５
万
１
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

◇
平
成
30
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
30
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
７
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
～

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
条　
例

◇
吉
野
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　

川
田
・
美
郷
地
区
の
小
学
校
再

編
に
よ
る
高
越
小
学
校
の
設
置
な

ど
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

山
川
南
・
山
川
中
の
各
保
育
所

の
閉
所
な
ど
に
伴
う
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
課
税

限
度
額
・
低
所
得
者
軽
減
判
定
所

得
の
変
更
に
つ
い
て
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

第
７
期
介
護
保
険
計
画
（
平
成

30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
）

に
お
け
る
介
護
保
険
料
の
水
準
を

定
め
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
料

の
減
免
要
件
を
追
加
す
る
な
ど
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
立
認
定
こ
ど
も
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

高
越
こ
ど
も
園
の
開
園
な
ど
に

よ
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

完成した高越こども園



　
　

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
将
来
世
代
の
た
め
の
投

資
を
積
極
的
に
行
う
「
未
来
に
向

け
た
積
極
予
算
」
と
し
て
予
算
編

成
を
行
い
、
前
年
度
比
９
億
５
５

０
０
万
円
、
率
に
し
て
４
・
３
％

増
の
２
３
１
億
６
６
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
創
生
の

も
と
、
人
口
の
増
加
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、「
住
ん
で
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
吉
野
川
市
」

を
実
現
す
る
た
め
、
移
住
・
定
住

施
策
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
支
援

措
置
の
ひ
と
つ
で
あ
る
合
併
特
例

債
の
発
行
期
限
が
平
成
31
年
度
末

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続

事
業
で
あ
る
鴨
島
東
部
地
区
認
定

こ
ど
も
園
整
備
事
業
、
都
市
再
生

整
備
事
業
、
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー

跡
地
多
目
的
運
動
場
整
備
事
業
の

ほ
か
、
新
規
事
業
で
あ
る
鴨
島
中

央
部
地
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事

業
な
ど
、
真
に
必
要
な
事
業
を
積

極
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
結
果
、
予
算
規
模
は
合

併
後
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

※
重
点
事
業
の
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
へ

　
　■

市
税

　

法
人
市
民
税
は
税
収
の
前
年
度

決
算
見
込
額
を
踏
ま
え
た
増
と
、

固
定
資
産
税
は
償
却
資
産
の
増
な

ど
か
ら
、
総
額
で
前
年
度
比
１
・

２
％
増
の
39
億
２
２
３
３
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

■
地
方
交
付
税

　

合
併
後
10
年
経
過
後
は
普
通
交

付
税
が
５
年
間
で
段
階
的
に
減

額
さ
れ
る
た
め
、
漸
減
４
年
目
と

な
る
平
成
30
年
度
は
、
前
年
度
比

４
・
７
％
減
の
65
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

■
繰
入
金

　

市
債
の
償
還
の
財
源
と
し
て
減

債
基
金
か
ら
10
億
円
を
繰
り
入
れ

る
ほ
か
、
不
足
す
る
財
源
を
補
て

ん
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら

10
億
円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
総
額
で
前
年
度
比
38
・

０
％
増
の
24
億
６
５
９
２
万
７
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
市
債

　

都
市
再
生
整
備
事
業
で
11
億
６

３
４
０
万
円
、
中
央
美
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
多
目
的
運
動
場
整
備
事

業
で
５
億
３
０
０
万
円
の
発
行
を

予
定
し
て
お
り
、
総
額
で
前
年
度

比
11
・
８
％
増
の
36
億
８
５
９
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

主
な
歳
入
（
収
入
）

平成30年度

当 初 予 算

県支出金
14億3,747万6千円
（6.2％）

国庫支出金
30億4,709万4千円
（13.2％）

地方譲与税・各種交付金
10億141万9千円
（4.3％）

地方交付税
65億円
（28.1％）

市税
39億2,233万円
（16.9％）

その他
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・寄附金
・諸収入
11億585万4千円
（4.8％）

繰入金
24億6,592万7千円
（10.6％）

市債
36億8,590万円
（15,9％）

自主財源
　32.3％

依存財源
　67.7％

231億6,600万円



　

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

　

職
員
数
の
減
に
よ
る
職
員
給

の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
５
・

７
％
減
の
33
億
５
６
１
３
万
２
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
扶
助
費
】

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
等

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
０
・

７
％
増
の
46
億
４
４
９
２
万
４
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

定
期
償
還
金
の
増
に
よ
り
前
年

度
比
１
・
８
％
増
の
24
億
４
５
３

４
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
投
資
的
経
費

　

鴨
島
東
部
地
区
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
、
都
市
再
生
整
備
事
業
、

中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
多
目
的

運
動
場
整
備
事
業
等
の
継
続
や
、

鴨
島
中
央
部
地
区
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
こ

と
か
ら
、
前
年
度
比
15
・
８
％
増

の
41
億
８
４
０
０
万
５
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
の
経
費

　

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金

な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の
経
費

は
、
前
年
度
比
６
・
４
％
増
の
85

億
３
５
５
９
万
７
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

主
な
歳
出
（
支
出
）

その他
36.8％

義務的経費
　45.1％

投資的経費
18.1％

繰出金
28億3,526万2千円
（12.2％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
9,261万円
（0.4％）

補助費等
25億8,330万1千円
（11.2％）

維持補修費
7,694万7千円
（0.3％）

物件費
29億1,747万7千円
（12.6％）

投資的経費
41億8,400万5千円
（18.1％）

公債費
24億4,534万2千円
（10.6％）

扶助費
46億4,492万4千円
（20.0％）

人件費
33億5,613万2千円
（14.5％）

予備費
3,000万円（0.1％）

＜性質別構成比＞
231億6,600万円

特別会計
会　　　計　　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 46億8,295万8千円

後期高齢者医療特別会計 6億3,055万3千円

介護保険特別会計 53億9,299万7千円

公共下水道事業特別会計 10億1,258万2千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 3億7,769万9千円

農業集落排水事業特別会計 1億6,680万8千円

企業会計
会　　計　　名 予　算　額

水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 6億7,828万6千円

支　出 6億3,371万1千円

資本的収入および支出
収　入 5億1,384万円

支　出 8億42万3千円



議会費・総務費・
諸支出金等
52,135円

民生費
222,150円

衛生費
58,954円

農林水産業費・商工費
16,244円

土木費
74,558円

消防費
・災害復旧費
22,538円

教育費
48,562円

公債費
58,434円

＜目的別構成比＞

※市税（39億2,233万円）÷人口（41,848人/H30.1.1現在住民基本台帳人口）で換算。

市民一人あたり税負担　93,728円

市民一人あたり
553,575円

　重点事業は、「吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標に沿った構成とし、４つ
に区分しました。
　主要なものの概要は次のとおりです。

（※【新】…新規事業  【拡】…拡大事業  【継】…継続事業）

雇用創出のための産業振興

訪れたくなる、住みたくなる吉野川の魅力発信

①
重点

　徳島東部地域の15市町村と民間企業25社が連携し、観光振興による交流人口の拡大及び地域経済の活性化を図るため
に、舵取り役となるＤＭＯを設立し、徳島県東部地域の強みを活かした観光地域づくりを推進します。　
※ ＤＭＯ … 官民などの幅広い連携によって地域観光を積極的に推進する法人組織

②
重点

　県内での美郷の知名度向上、注目度アップを図ること
を目的として、四国放送株式会社と連携した「美郷梅酒
まつり」の新しいＰＲ事業を展開し、観光地としての県
内での地位を確立させる取り組みを行います。

　平成30年６月号から全ページをフルカラーに刷新し、
本市の四季折々の魅力を「わかりやすく」発信するとと
もに、ページ数についても４ページの拡大を図り、文字
を大きくするなど、高齢者などにも配慮のある、読みや
すい広報誌とします。
　また、市民が参加できる新コーナーを設けるなど、どの
世代の方にも親しまれる「広報よしのがわ」を目指します。　
※市のイベントや式典などで撮

影した写真を、市ホームペー
ジ内のWEB写真館に掲載し、
市の事業ＰＲや魅力を配信し
ます。

予算を市民一人あたりに換算すると

議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や
総合的な管理事務等
に要する経費

障がい者・高齢者・
児童福祉、生活保護
等に要する経費

各種健診などの保健
活動やごみ・し尿処
理等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や教
育（幼稚園、小中学
校、社会教育）、ス
ポーツ振興等に要す
る経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

議会費・総務費・
諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・

商工費

土木費 消防費・災害復旧費 教育費 公債費

【拡】徳島東部地域ＤＭＯ事業 200万円

【新】過疎地域自立促進特別イベント事業
100万円　　 （美郷梅酒まつりテレビ企画事業） 【拡】広報よしのがわ作成事業 1,040万円

※

平成30年度当初予算

重 点 事 業
若者世代の希望をかなえる環境の整備③

重点

　幼保再編構想による鴨島東部地区における３公立幼稚
園と１公立保育所を再編し、認定こども園を整備します。
（平成31年４月 開園予定）

　幼保再編構想による鴨島中央部地区における２公立幼
稚園と１私立保育所を再編するため、認定こども園とし
て民間事業者が行う整備事業に対し、国庫補助等を活用
して財政支援を行います。
（平成32年４月 開園予定）

【継】鴨島東部地区認定こども園
9億1,140万円　　 整備事業

　本市の伝統産業である阿波和紙を活用して市オリジナ
ルの婚姻届・出生届を作成するとともに、市民課への届
出時に行っている記念撮影用のロールスクリーンを新調
します。
　届出書は複写式にすることにより、写しが手元に残ると
ともに、台紙には記念撮影の写真を貼り付けることが可
能とするなど、一生の記念品となるような仕様とします。

【新】オリジナル婚姻届・出生届作成
160万4千円　　 事業、届出記念撮影事業

　胃がん予防に向け、20歳から49歳の希望する市民の皆
さんを対象に、集団健診時（年６回）に「ヘリコバクタ
ーピロリ菌抗体検査」を実施します。

　私立を含む全ての幼稚園・こども園・保育所に通う５
歳児を対象に、言語聴覚士による「ことばの発達チェッ
ク」を実施し、気になる子どもには「ことばの教室（言
語指導等）」や病院での言語療法につなげます。

【新】ピロリ菌抗体検査事業 13万円 【新】ことばの教室事業 254万8千円

【新】鴨島中央部地区認定こど
3億4,504万3千円　　 も園整備事業

都市の活力と暮らしの安心の創造④
重点

　大規模災害時に物流拠点や災害廃棄物の一時仮置場と
なる施設として、また消防団員や自主防災組織の訓練施
設としての役割を担う施設として「消防防災活動セン
ター（仮称）」を整備するため、平成30年度は建築設計
などを行います。

　本市と阿波市で構成し、消防行政を担う徳島中央広域
連合が、西消防署を改築するに当たり必要となる費用の
一部を２市で負担し、大規模災害時の拠点となる施設を
整備します。

【継】消防防災活動拠点整備事業 1,171万4千円
【継】徳島中央広域連合

2億3,636万5千円　　 西消防署整備事業

　福祉避難所とは、一般の指定避難所では避難生活が困
難なため、特別な配慮が必要とする方々が二次的に避難
する場所で、現在、12施設と協定を締結しています。
　訓練をすることによって、福祉避難所への受入要請や
避難者の移送などの流れを確認するなど、災害発生時に
速やかに開設・運営ができるように備えます。

　土地開発業者が造成分譲した宅地等への進入路につい
て、その名義が現在経営が継続されていない開発事業者
などであり、道路の舗装などの管理ができていないケー
スがあるため、ある一定の要件を満たす場合、進入路等
の修繕を行った際に最大で50万円を補助します。

【新】福祉避難所訓練事業 97万4千円 【新】私道整備補助事業 100万円

　若い世代を中心にごみの分別方法を周知し、ごみの資
源化の促進やごみの減量化を図るため、ごみ収集カレン
ダーや分別ガイドブックの内容をスマートフォン用アプ
リで配信します。

　平成25年度末で利用を終了した鴨島環境センターの解
体を実施します。
（平成30・31年度の２カ年で実施予定）

【新】ごみ分別促進アプリ配信事業 19万7千円 【新】鴨島環境センター解体事業 3億7,325万5千円

●問い合わせ 市企画財政課　☎22－2221　FAX22－2244

完成イメージ図



若者世代の希望をかなえる環境の整備③
重点

　幼保再編構想による鴨島東部地区における３公立幼稚
園と１公立保育所を再編し、認定こども園を整備します。
（平成31年４月 開園予定）

　幼保再編構想による鴨島中央部地区における２公立幼
稚園と１私立保育所を再編するため、認定こども園とし
て民間事業者が行う整備事業に対し、国庫補助等を活用
して財政支援を行います。
（平成32年４月 開園予定）

【継】鴨島東部地区認定こども園
9億1,140万円　　 整備事業

　本市の伝統産業である阿波和紙を活用して市オリジナ
ルの婚姻届・出生届を作成するとともに、市民課への届
出時に行っている記念撮影用のロールスクリーンを新調
します。
　届出書は複写式にすることにより、写しが手元に残ると
ともに、台紙には記念撮影の写真を貼り付けることが可
能とするなど、一生の記念品となるような仕様とします。

【新】オリジナル婚姻届・出生届作成
160万4千円　　 事業、届出記念撮影事業

　胃がん予防に向け、20歳から49歳の希望する市民の皆
さんを対象に、集団健診時（年６回）に「ヘリコバクタ
ーピロリ菌抗体検査」を実施します。

　私立を含む全ての幼稚園・こども園・保育所に通う５
歳児を対象に、言語聴覚士による「ことばの発達チェッ
ク」を実施し、気になる子どもには「ことばの教室（言
語指導等）」や病院での言語療法につなげます。

【新】ピロリ菌抗体検査事業 13万円 【新】ことばの教室事業 254万8千円

【新】鴨島中央部地区認定こど
3億4,504万3千円　　 も園整備事業

都市の活力と暮らしの安心の創造④
重点

　大規模災害時に物流拠点や災害廃棄物の一時仮置場と
なる施設として、また消防団員や自主防災組織の訓練施
設としての役割を担う施設として「消防防災活動セン
ター（仮称）」を整備するため、平成30年度は建築設計
などを行います。

　本市と阿波市で構成し、消防行政を担う徳島中央広域
連合が、西消防署を改築するに当たり必要となる費用の
一部を２市で負担し、大規模災害時の拠点となる施設を
整備します。

【継】消防防災活動拠点整備事業 1,171万4千円
【継】徳島中央広域連合

2億3,636万5千円　　 西消防署整備事業

　福祉避難所とは、一般の指定避難所では避難生活が困
難なため、特別な配慮が必要とする方々が二次的に避難
する場所で、現在、12施設と協定を締結しています。
　訓練をすることによって、福祉避難所への受入要請や
避難者の移送などの流れを確認するなど、災害発生時に
速やかに開設・運営ができるように備えます。

　土地開発業者が造成分譲した宅地等への進入路につい
て、その名義が現在経営が継続されていない開発事業者
などであり、道路の舗装などの管理ができていないケー
スがあるため、ある一定の要件を満たす場合、進入路等
の修繕を行った際に最大で50万円を補助します。

【新】福祉避難所訓練事業 97万4千円 【新】私道整備補助事業 100万円

　若い世代を中心にごみの分別方法を周知し、ごみの資
源化の促進やごみの減量化を図るため、ごみ収集カレン
ダーや分別ガイドブックの内容をスマートフォン用アプ
リで配信します。

　平成25年度末で利用を終了した鴨島環境センターの解
体を実施します。
（平成30・31年度の２カ年で実施予定）

【新】ごみ分別促進アプリ配信事業 19万7千円 【新】鴨島環境センター解体事業 3億7,325万5千円

●問い合わせ 市企画財政課　☎22－2221　FAX22－2244

完成イメージ図



統計調査の登録調査員募集
　本市では、統計調査の「登録調査員」として、国や地方公共団体が実施する統計調査の事務に従事して
いただける方を募集しています（市に登録された方を「登録調査員」といいます）。
　統計調査は、１年間に約２～３種類実施されており、調査で得られた結果は、国・地方公共団体が行政
施策を企画・立案する上で、重要な基礎資料として利用されています。
　下記の資格を満たす方で、統計調査業務に従事していただける方は、登録申請をお願いします。なお、
本年10月１日には、「平成30年住宅・土地統計調査」が実施されます。この調査への従事を希望する方
は、５月末までに登録が必要です。　
　※各統計調査ごとの定員や、調査対象となる地区などの関係により、登録者全員の方が毎回調査員に推
薦されるわけではありませんので、ご了承ください。

　
　資格【次の要件をすべて満たす方】
　　○市内に居住する20歳以上の方　　　　　　　　　○調査活動において守秘義務を守れる方
　　○税務、警察、選挙業務に直接関係のない方　　　　○暴力団員に該当しない方

　主な業務内容
　　①調査員説明会への出席　　②担当調査区（調査世帯）の確認　　③調査票の配布と回収
　　④調査票の点検と提出

　報酬
　　調査活動の対価として、報酬が支払われます（報酬額は、調査の種類により異なります）。

　申込方法
　調査員登録申請書に必要事項を記入の上、秘書広報課（本館３階）に提出してください（認め印をご
用意ください）。
※調査員登録申請書は、秘書広報課に設置しています（市のホームページからもダウンロードできます）。
　随時、受け付けていますので、気軽に問い合わせください。

●問い合わせ 市秘書広報課　☎22－2203　FAX22－2244
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市
人
権
課
お
よ
び
人
権
教
育
推

進
協
議
会
は
、
一
人
一
人
が
お
互

い
の
違
い
（
個
性
や
特
性
な
ど
）

を
認
め
、
尊
重
し
合
い
、
す
べ
て

の
人
が
輝
き
、
自
分
ら
し
く
堂
々

と
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
吉

野
川
市
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
啓
発
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
事
者
の
方
々
が

少
し
で
も
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
啓

発
グ
ッ
ズ
を
作
製
し
、
配
布
し
ま

し
た
。

　
第
一
弾
（
虹
色
バ
ッ
ジ
と
ス

テ
ッ
カ
ー
）、
第
二
弾
（
啓
発
ポ

ス
タ
ー
）に
続
き
、第
三
弾
と
し
て
、

新
た
に
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
製
し
ま
し
た
。

　
当
事
者
が
抱
え
る
悩
み
や
困
難

の
一
つ
に
、
ト
イ
レ
問
題
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
当
事
者
の
場
合
、
そ
の
６

割
以
上
が
、
従
来
の
男
と
女
で
区

別
さ
れ
た
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
際

に
、
困
難
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
、
あ
る
調
査
に
よ
り

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
ト
イ
レ
に
も
入
ら
ず
に
我

慢
し
、
ぼ
う
こ
う
炎
な
ど
の
排
せ

つ
障
が
い
に
な
る
方
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
ト
イ
レ
問
題
は
か
な
り
深

刻
な
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
多
目
的
ト
イ
レ
や
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と
し

た
男
女
共
用
ト
イ
レ
に
、「
み
ん

な
の
ト
イ
レ
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戸
籍
上
の
性

別
や
性
自
認
な
ど
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
方
が
安
心
し
て
快
適
に

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
事
業
所
な
ど
で
、「
み

ん
な
の
ト
イ
レ
」
ス
テ
ッ
カ
ー
の

掲
示
を
希
望
す
る
場
合
は
、
人
権

課
（
本
館
２
階
）
で
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、

出
生
時
の
性
別
と
性
自
認
（
心

の
性
別
）
が
一
致
し
な
い
人
の

総
称
で
す
。

「
み
ん
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の
ト
イ
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」
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テ
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カ
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作
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問
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合
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せ
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２
２
９
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２
４
７
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マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
と
は

作
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
ま
す
。

市
販
品
は
安
価
で
す
が
、
自
分
で

調
整
す
る
た
め
確
実
に
合
わ
せ
る

の
は
大
変
困
難
で
、
異
物
感
が
強

い
、
取
れ
や
す
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
不
都
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歯
科
医
院
で
製
作
す
る

も
の
は
、
個
人
の
口
の
中
の
状
態

に
合
っ
た
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を
製
作

で
き
る
た
め
、
異
物
感
が
少
な
く
、

よ
り
安
全
に
使
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
競
技
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

運
動
能
力
の
向
上
が
認
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
研
究
段
階
で
、

近
い
将
来
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
製
作
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
歯

科
医
院
に
て
歯
型
を
と
り
ま
す
。

そ
れ
を
用
い
、
専
用
の
機
械
で
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
を
製
作
し
ま
す
。
そ

の
後
、
実
際
に
装
着
し
、
適
合
性

や
か
み
合
わ
せ
を
調
整
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
基
本
的
に
は
虫
歯
な

ど
の
歯
の
治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら

製
作
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
歯

科
医
院
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
息
子
が
高
校
で
ラ
グ

ビ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る
の
で
す

が
、
顧
問
の
先
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

用
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
製
作
す
る

よ
う
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

回
答
　

　
ボ
ク
シ
ン
グ
、
空
手
な

ど
の
顔
面
へ
の
直
接
打
撃
の
あ
る

格
闘
技
、
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ボ
デ
ィ
コ
ン
タ

ク
ト
の
激
し
い
球
技
、
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
転
倒
の
際

に
顔
面
を
強
打
す
る
危
険
性
の
あ

る
競
技
、
そ
れ
ら
の
競
技
中
に
歯

が
欠
け
る
、
折
れ
る
、
抜
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
唇

を
切
っ
た
り
、
顎
の
骨
が
折
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

（
以
下
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
）
は
強

打
に
よ
る
衝
撃
を
和
ら
げ
る
効
果

が
あ
り
、
装
着
す
る
こ
と
で
歯
の

破
折
・
脱
臼
や
唇
や
舌
な
ど
の
負

傷
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
脳
震
と
う
な
ど
の
発
生
率

や
重
篤
度
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
に
は
、
一
般
的

に
市
販
の
も
の
と
歯
科
医
院
で
製

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　FAX 22-2244　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp

●問い合わせ　市環境企画課　☎

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

　実施期間中に清掃活動にご協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。

４月22日（日）～５月13日（日）
５月13日（日）  午前８時～10時

実 施 期 間

統一実施日
※小雨決行。荒天などで中止する場合は、広報車などでお知らせします。

■申込期間 ４月２日（月）～４月27日（金）
■申込方法 下記の「環境美化実施計画書」に、清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地

図」を添えて、環境企画課（本館２階）もしくは各支所（川島、山川、美郷）へ申
し込みください。申し込みされた時に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。

■実施方法 集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。

■収集方法 「統一実施日」の５月13日（日）は、当日収集します。午前10時までに届け出場所に
ボランティアごみ袋を出してください。「統一実施日以外に実施」した場合、出さ
れたごみ袋は平日の収集となります。

■その他 処分場へのごみの持ち込みはできませんので、ご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書
実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　  時～　 時 ごみを出す場所

※清掃範囲と、集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

平成30年　　月　　日

公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。
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る
競
技
、
そ
れ
ら
の
競
技
中
に
歯

が
欠
け
る
、
折
れ
る
、
抜
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
唇

を
切
っ
た
り
、
顎
の
骨
が
折
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

（
以
下
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
）
は
強

打
に
よ
る
衝
撃
を
和
ら
げ
る
効
果

が
あ
り
、
装
着
す
る
こ
と
で
歯
の

破
折
・
脱
臼
や
唇
や
舌
な
ど
の
負

傷
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
脳
震
と
う
な
ど
の
発
生
率

や
重
篤
度
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
に
は
、
一
般
的

に
市
販
の
も
の
と
歯
科
医
院
で
製

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　FAX 22-2244　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp

●問い合わせ　市環境企画課　☎

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

　実施期間中に清掃活動にご協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。

４月22日（日）～５月13日（日）
５月13日（日）  午前８時～10時

実 施 期 間

統一実施日
※小雨決行。荒天などで中止する場合は、広報車などでお知らせします。

■申込期間 ４月２日（月）～４月27日（金）
■申込方法 下記の「環境美化実施計画書」に、清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地

図」を添えて、環境企画課（本館２階）もしくは各支所（川島、山川、美郷）へ申
し込みください。申し込みされた時に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。

■実施方法 集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。

■収集方法 「統一実施日」の５月13日（日）は、当日収集します。午前10時までに届け出場所に
ボランティアごみ袋を出してください。「統一実施日以外に実施」した場合、出さ
れたごみ袋は平日の収集となります。

■その他 処分場へのごみの持ち込みはできませんので、ご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書
実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　  時～　 時 ごみを出す場所

※清掃範囲と、集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

平成30年　　月　　日

公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。



〈人　　　権　　　相　　　談〉
４月19日㈭ 13:30〜16:00 西麻植会館２階会議室
４月19日㈭ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３
５月10日㈭ 13:30〜16:00 交流センター１階和室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
４月19日㈭ 13:00〜16:00 美郷支所会議室
５月１日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室　
５月７日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１
５月10日㈭   9:00〜12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
４月20日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室
５月18日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

火　災

１
月 ０件

累
計 ０件

救急出動

１
月

209
件

累
計

209
件

※
累
計
は
平
成
30
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

●問い合わせ
　軽自動車税／固定資産税／市・県民税 

市税務課　　　☎
　国民健康保険税　 市国保年金課　☎

市税等納期のお知らせ
　平成30年度吉野川市税等の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、翌日が納期限となります。
２．市税等の第１期の納期に１年分の「各期用納付書」をまとめてお送りします（国民健康保険税は、資
格異動などを反映させるため、７月上旬から中旬にかけての発送となります）。
◎各納期ごとに納付される方は、１年分の各期用納付書を大切に保管のうえ、金融機関窓口、コンビ
ニエンスストア、市役所会計課および各支所（川島・山川・美郷）で納めてください。	

（注）平成28年度から、固定資産税および市・県民税の全期用納付書はなくなりました。年額を一括
に納付される方は、各期用の納付書をご利用ください。	
◎口座振替を利用して納税される方は、指定の口座から納期の末日に振り替えられます。
　なお、全期でご登録いただいている方は第１期の振替日に年額を一括して振り替えます。

※国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分および市・県民税が給与・年金から天引
き（特別徴収）される部分は除きます。

納期 軽自動車税 固定資産税 市・県民税 国民健康保険税

５月
１日～31日 全期

18日～31日 １期

６月 17日～30日 １期

７月 １日～31日 ２期 １期

８月 １日～31日 ２期

９月 １日～30日 ２期 ３期

10月 １日～31日 ４期

11月 １日～30日 ３期 ５期

12月 １日～25日 ３期

１月 １日～31日 ６期



を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
１

日
３
度
の
食
事
を
し
っ
か
り
取
っ

て
い
る
そ
う
で
、「
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
が
長
寿

の
秘
訣
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

誕
生
日
当
日
の
祝
う
会
で
は
、

「
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　
　

　　　　　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
33
人
（
女
性
30
人
男
性
３

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

第
13
回
吉
野
川
市
公
民

館
振
興
大
会

　

２
月
４
日
、
川
島
公
民
館
に
お

い
て
、
公
民
館
相
互
の
連
携
を
深

め
情
報
を
交
換
し
、
公
民
館
運
営

の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
吉
野
川
市
公
民
館
振

興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
公
民
館
の
運
営
と

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
・
団
体

に
教
育
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
活
動
報
告
で
は
川
島

公
民
館
の
取
り
組
み
と
し
て
、『
公

民
館
に
な
じ
み
の
な
い
方
が
足
を

平
成
29
年
度
吉
野
川
市

体
育
協
会
表
彰
式

　

２
月
17
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
鴨
島
で
平
成
29
年
度
吉
野
川
市

体
育
協
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
各
種
大
会
で
活

躍
さ
れ
た
小
中
高
生
60
人
に
そ
れ

ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
者
表
彰
、

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
表
彰
、
優
秀
児

感謝状を受けられた皆さんと

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
13
日
に
鴨
島
町
知
恵
島
の

玉
岡
ミ
ネ
子
さ
ん
、
２
月
20
日
に

鴨
島
町
喜
来
の
妹
尾
主
子
さ
ん
が

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
徳

島
県
と
吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を

贈
り
ま
し
た
。

　

玉
岡
さ
ん
は
、
70
歳
頃
ま
で
縫

製
工
場
で
皮
の
鞄
を
作
っ
て
お
ら

れ
、
裁
縫
が
得
意
と
の
こ
と
。

　

現
在
は
施
設
で
生
活
さ
れ
て
お

り
、
ぬ
り
絵
を
楽
し
ん
だ
り
テ
レ

ビ
を
観
た
り
し
て
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
誕
生
日
当
日
の
祝
う
会
に

は
着
物
姿
で
参
加
し
、「
百
歳
を

迎
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

で
祝
状
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
自
然
体
で
い

る
こ
と
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

妹
尾
さ
ん
は
約
１
年
前
か
ら
施

設
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
仲
の
良

い
利
用
者
の
方
と
の
お
し
ゃ
べ
り

交
通
安
全
教
室
を
実
施

　

２
月
21
日
、
川
島
こ
ど
も
園
で

４
歳
児
、
５
歳
児
89
人
を
対
象
に

交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
用
信
号
機
を
園
庭
に
設
置

し
、
吉
野
川
市
交
通
安
全
教
育
推

進
協
議
会
員
と
阿
波
吉
野
川
警
察

署
員
に
よ
り
、
信
号
と
左
右
の
確

認
、
手
を
上
げ
て
横
断
歩
道
を
横

断
す
る
こ
と
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

　

５
歳
児
は
４
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
し
、
徒
歩
で
通
学
す
る
た
め
、

元
気
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

青信号、右・左・右の確認で、
横断歩道を渡ります。

運
ん
で
く
れ
る
楽
し
い
企
画
を
、

日
頃
活
用
し
て
く
れ
て
い
る
方
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
も
っ
と
楽
し

い
公
民
館
に
』
を
「
モ
ッ
ト
ー
」

に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
、
と
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
写
真
や
歴
史
を

通
じ
て
地
域
活
動
を
し
て
い
る
阿

部
和
剛
さ
ん
（
川
島
町
）
を
講
師

に
迎
え
、「
美
し
い
ふ
る
さ
と
誇

れ
る
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

本
市
の
魅
力
に
つ
い
て
写
真
を
交

え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

玉岡ミネ子さん

妹尾主子さん

代表してお礼の言葉を述べる
橋本尚斗さん

体育協会会長から表彰を受ける
児童ら

童
生
徒
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
の
あ
と
、
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
県
立
鳴
門
高
校
３
年
生
の

橋
本
尚
斗
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。



子
育
て
世
帯
・
女
性
の
皆
さ
ん

「
チ
ャ
チ
ャ
ナ
ビ
」
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

吉
野
川
市
子
育
て
・
女
性
活
躍
応
援

サ
イ
ト
お
よ
び
ア
プ
リ
「
チ
ャ
チ
ャ
ナ

ビ
」
は
、
子
育
て
世
帯
や
、
女
性
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
で
は
、
情
報
発
信
の
ほ
か
に
、

皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た
笑
顔
の

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
笑
顔
時
計

の
「
応
募
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
素
敵
な
写

真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ア
プ
リ
で
は
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
重

要
な
お
知
ら
せ
を
ユ
ー
ザ
ー
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
直
接
届
け
る
「
プ
ッ
シ
ュ

通
知
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。　

　

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
配
信
し
た
内
容
は
、

サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
の
ペ
ー
ジ
上
部
に
あ

る
「
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
か
ら
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、「
日
記
帳
」
の
機
能
で
は
、

写
真
や
体
重
、
身
長
な
ど
の
お
子
さ
ん

の
成
長
記
録
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

サ
イ
ト
の
閲
覧
と
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
サ
イ
ト
】

【
ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
】

　
問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課　　
☎
22−

２
２
２
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業
の

受
付
窓
口
の
変
更

　

本
市
で
は
、
若
年
層
の
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
家
賃

を
最
大
月
額
１
万
円
、
最
長
２
年
間
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
受
付
窓
口
が

都
市
計
画
住
宅
課
→
企
画
財
政
課
（
本

館
３
階
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
要
件
や
、
必
要
書
類
な
ど
は
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課　　
☎
22−

２
２
２
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

民
生
委
員
・
児
童
委
員
決
定

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
鴨
島
地
区
お
よ

び
山
川
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〈
鴨
島
地
区
〉

　

委
員
氏
名　
森
住　

孝
義
さ
ん

　

担
当
地
区　
東
森
藤
・
向
原
・
東
春
日

免
・
西
春
日
免

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〈
山
川
地
区
〉

　

委
員
氏
名　
林　

正
二
さ
ん

　

担
当
地
区　
諏
訪
・
諏
訪
東
・
諏
訪
東

２
・
諏
訪
東
部
・
諏
訪
中
部
・
諏
訪
南

部
・
若
宮
東
・
ほ
た
る
川

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
の
各
種
相
談
に

応
じ
、
助
言
や
情
報
提
供
な
ど
の
援
助

を
す
る
こ
と
が
主
な
職
務
と
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

☎
22−

２
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

〈チャチャナビ〉
新婚世帯家賃補助事業

〈Android 端末用〉 〈iPhone 端末用〉

アプリのインストールは無料です。
ただし、通信費は別途かかります。



金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

申
し
込
み

　

９
月
中
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式
典

を
実
施
し
ま
す
。
次
の
基
準
に
該
当
す

る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
基
準

☆
金
婚
該
当
者

　

昭
和
43
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
該
当
者

　

昭
和
33
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
本
籍
地
が
本
市
以
外
の
方
は
、
申
込

時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

７
月
31
日
㈫

※
締
め
切
り
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た

方
、
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
次
回

以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
次
の

場
所
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）

○
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
戸
籍
・
印
鑑
が
締
め
切
り
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　　
☎
22−
２
２
６
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−
２
２
６
０

新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成

対
象
者　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
、
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
新

生
児　
　
　

　

妊
娠
届
出
時
に
「
新
生
児
聴
覚
検
査

受
診
票
」
を
交
付
し
ま
す
。

※
す
で
に
妊
娠
届
を
提
出
し
て
い
る
方

で
出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
以
降
の
方

に
は
、
３
月
末
に
個
別
通
知
し
て
い
ま

す
。　

　

対
象
と
な
る
方
で
届
い
て
い
な
い
方

は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

内
容　

出
生
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て

入
院
期
間
中
に
聴
覚
検
査
を
実
施

費
用　

無
料
（
初
回
検
査
の
み
）

※
出
生
す
る
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、

転
出
先
の
市
町
村
で
「
新
生
児
聴
覚
検

査
受
診
票
」
を
差
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課　　
☎
22−

２
２
６
８

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

①
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等

【
本
人
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・

車
検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
個
人

番
号
の
分
か
る
書
類

※
車
両
が
変
更
に
な
る
と
再
申
請
が
必

要
で
す
。

【
家
族
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・

車
検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
通
院

証
明
な
ど
・
個
人
番
号
の
分
か
る
書
類

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未

満
、
療
育
手
帳
等
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
の
場
合
と
同

様※
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
、
障
が
い
区

分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
の
た
め
に

構
造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車

い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど
・
個
人
番
号

の
分
か
る
書
類

※
平
成
・
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は

５
月
・
日
㈭
で
す
。
期
限
以
降
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　
　
　　
☎
22−

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
７

30
31
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【
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は

　慎
重
に
！
】

　美
し
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
く
す
ぐ
る
「
プ
チ
整
形
」

「
脂
肪
吸
引
」「
脱
毛
」
な
ど
の

広
告
が
増
え
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
は
身
近
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
「
高
額
な
コ
ー
ス
を
強

引
に
勧
め
ら
れ
契
約
し
た
が
解
約

し
た
い
」「
相
談
だ
け
の
つ
も
り

が
『
今
日
な
ら
割
引
す
る
』
と
勧

め
ら
れ
、
詳
し
い
説
明
も
さ
れ
な

い
ま
ま
施
術
を
さ
れ
た
」
な
ど
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た

「
施
術
を
受
け
た
が
痛
み
が
あ
り

効
果
も
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
っ

た
苦
情
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　昨
年
12
月
の
改
正
特
定
商
取
引

法
施
行
後
は
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
が
、
提
供
期
間
や

金
額
、
施
術
内
容
な
ど
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

効
果
や
料
金
・
リ
ス
ク
な
ど
の
情

報
を
集
め
、
医
師
か
ら
十
分
な
説

明
を
受
け
た
上
で
契
約
書
を
よ
く

確
認
し
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

　

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

吉
野
川
市
オ
レ
ン
ジ
の
つ
ど
い

（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
）

　

本
人
や
介
護
を
し
て
い
る
家
族
が
集

ま
っ
て
自
由
に
話
を
し
な
が
ら
、
情
報

交
換
、
介
護
の
相
談
、
認
知
症
に
関
す

る
勉
強
な
ど
を
行
う
場
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

と
き　

４
月
23
日
㈪

○
つ
ど
い　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

○
個
別
相
談

　
　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
２
１
会
議
室
（
東

館
２
階
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）　　
　
　
　
　

☎
22−

２
２
６
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−
２
２
６
０

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

受
け
付
け

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て
は
、

農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す
る
た

め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
用
許
可
の
見
込
み
が
な
い

場
合
は
除
外
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　
　

　

申
請
書
は
、
農
業
振
興
課
（
東
館
１

階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
１
日
㈫
〜
６
月
１

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
問
い
合
わ
せ
・
受
け
付
け

市
農
業
振
興
課　　
☎
22−

２
２
２
８

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
７

中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
多
目

的
運
動
場
の
整
備

　

平
成
30
年
５
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

ま
で
、
上
桜
温
泉
跡
地
お
よ
び
中
央
美

化
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
多
目
的
運
動
場
へ

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
中
、
周
辺
の
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

就
学
援
助
費
支
給
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
に
義
務

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
に
、
学
校
教
育
に
必
要
な
費
用
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保

護
者（
生
活
保
護
受
給
者
）に
準
ず
る
程

度
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
通
学
す
る

学
校
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

☎
22−

２
２
７
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

成
人
式
実
行
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
委
員
募
集

　

平
成
31
年
吉
野
川
市
成
人
式
を
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
期
間　

５
月
25
日
㈮
ま
で

対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
生
ま
れ

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

成
人
式
実
行
委
員
会
（
お
盆
・
年
末
な

ど
、
２
〜
３
回
程
度
開
催
予
定
）
に
出

席
で
き
る
方

※
成
人
式
実
行
委
員
会
で
は
、
記
念
品

選
定
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

内
容
を
企
画
、
当
日
受
け
付
け
お
よ
び

式
典
進
行
な
ど
成
人
式
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

多目的運動場の完成イメージ図



広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244

【
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
は

　慎
重
に
！
】

　美
し
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
く
す
ぐ
る
「
プ
チ
整
形
」

「
脂
肪
吸
引
」「
脱
毛
」
な
ど
の

広
告
が
増
え
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
は
身
近
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
「
高
額
な
コ
ー
ス
を
強

引
に
勧
め
ら
れ
契
約
し
た
が
解
約

し
た
い
」「
相
談
だ
け
の
つ
も
り

が
『
今
日
な
ら
割
引
す
る
』
と
勧

め
ら
れ
、
詳
し
い
説
明
も
さ
れ
な

い
ま
ま
施
術
を
さ
れ
た
」
な
ど
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た

「
施
術
を
受
け
た
が
痛
み
が
あ
り

効
果
も
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
っ

た
苦
情
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　昨
年
12
月
の
改
正
特
定
商
取
引

法
施
行
後
は
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
が
、
提
供
期
間
や

金
額
、
施
術
内
容
な
ど
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

効
果
や
料
金
・
リ
ス
ク
な
ど
の
情

報
を
集
め
、
医
師
か
ら
十
分
な
説

明
を
受
け
た
上
で
契
約
書
を
よ
く

確
認
し
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

　

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

第204回まちかどコンサート
出演者　Tee（ポップスバンド）、友
友（フォークデュオ）、カマンベール
JeeJe's
　※後半フリーライブ、出演者募集中!!
とき　４月15日㈰午後１時～５時
ところ　ＪＲ鴨島駅前老人ホームあけわ
敷地内（雨天時、五九郎わくわくサロン）
連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24−2400　℻24−3725（鎌田）

阿波吉野川警察署だより
「あおり運転」は悪質な犯罪行為！
　近年、他車に対する嫌がらせ・危険
行為が問題になっています。次のよう
な行為は道路交通法違反であるだけで
はなく、暴行罪などに問われることも
ある悪質な犯罪行為ですので絶対にや
めましょう。
○異常接近して追い立てる
○幅寄せする
○急に前に割り込む
○クラクションやハイビームで威嚇する
※「あおり運転」をされたら、安全な
場所に待避してすぐ110番通報しま
しょう。
運転適性相談窓口
　運転相談窓口では、一定の病気など
にかかっている方、聴力や運動能力（身
体の傷害等）などについて心配のある
方、また、その家族から、運転免許の
取得や更新申請ができるかどうかの相
談を受け付けています。
　ほかにも、加齢や薬の服用による運
転に対する不安などさまざまな相談を
受け付けています。
※一定の病気とは･･･統合失調症、そ
ううつ病、その他の精神障害、てんか
ん、再発性の失神、無自覚性の低血糖、
重度の眠気の病状を呈する睡眠障害、
認知症、脳卒中など
　面接を希望する場合は予約が必要で
す。
『徳島県運転免許センター 運転適性検
査係』
☎088（699）0110
問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25−6110　℻25−6133
鴨島町交番　☎24−2331

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業
相談、職業についての知識や就職
の心構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
とき　５月９日㈬
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館
【山川】
とき　６月４日㈪
　　　午前10時～11時30分
ところ　八坂会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

清掃ボランティアのご案内
　除草作業、清掃作業を行います。
江川湧水源周辺
集合場所
　江川湧水源「いやしの舎」
　（吉野川医療センター西側）
作業日時
　５月１日㈫　
　午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所
　多津美橋あずまや
　（鴨島第一中学校西側）
作業日時
　５月１日㈫　午前７時～８時
問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463（瀬尾）
℻24−5113

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール
とき　５月３日㈭㈷ 午後２時
対戦相手　愛媛ＦＣ
とき　５月12日㈯ 午後４時
対戦相手　京都サンガＦ．Ｃ．
会場　鳴門・大塚スポーツパーク
　　　ポカリスエットスタジアム
問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

植えてはいけないけしを見かけたら

　麻薬の原料となる「けし」は、あ
へん法により、原則として栽培が禁
止されています。
　しかし、「植えてはいけないけし」が
一般家庭の庭や畑、野原に４月から
６月に自生していることがあります。
　自生しているけしを発見した場合、
吉野川保健所に連絡してください。
【植えてはいけないけしの特徴】
１．茎に毛が生えていない
２．葉が茎を包み込んでいる
３．葉のふちの切れ込みが浅い
【植えてもよいけしの特徴】
１．茎に粗毛が生えている
２．葉が茎の下部から出ている
３．葉のふちの切れ込みが深い
薬物乱用を防止すにるは　　
　麻薬覚せい剤などの薬物乱用は、
単に乱用者自身の問題にとどまらず、
家庭の崩壊、殺人、放火などの重大
な事件の原因になることもあり、社
会全体への問題へと拡大する恐ろし
いものです。
　自分自身を大切にして、誘われて
も「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気
を持ちましょう。
問い合わせ
吉野川保健所　生活衛生担当
☎36−9017　℻22−1760

植えては
いけない
けしの花



「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!

とき　５月16日㈬
　　　午後１時30分～２時45分
○地域創生現地見学研修
～阿波史跡公園、考古学資料館、木
工会館、藍の館、田中邸～
とき　５月17日㈭
　　　午前８時40分出発
○ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～家族の幸せのために「お金の生前
整理」・これからの人生、もっと楽
しく～
とき　５月19日㈯
　　　午前10時～11時30分
★お知らせ
○健康づくり実践
　火曜日・雨天以外、毎朝８時30
分からイベント広場でラジオ体操を
しています。一緒にしてみませんか。
※余った「水仙の球根」いただけま
せんか。吉野川高校北側の江川沿い
に植えます。ご連絡いただければ取
りに行きます。

問い合わせ・申し込み
鴨島公民館（火曜日休館）
☎24−5111　℻24−5113

文化研修センター通信
　○平成30年度個人会員・団体会員・
　　賛助会員の新規加入募集について
個人会員　1,000円、団体会員
3,000～ 8,000円、
賛助会員一口　10,000円
　当協会活動に興味のある方は事務
局までお問い合わせください。
※平成30年度ロビー展申込受付中
　（無料）
　○一日体験講座
★陶芸教室（第１回）
とき　５月５日㈯  午前9時～午後3時
参加費　1,500円
★世界の仮面文化について
とき　５月６日㈰
　　　午前10時～11時30分
講師　山茂　利平さん
参加費　無料
★鉛筆画
とき　５月27日㈰
　　　午前10時～正午
講師　須恵　泰正さん
参加費　700円
問い合わせ・申し込み
文化研修センター
☎22−0015　FAX22−0016

鴨島公民館だより
★ピアノ発表会
～スタインウェイのグランドピアノ
を弾いてみませんか？～
とき　５月13日㈰　午後１時～
参加費　入場料無料
★講座案内（参加費無料）
○そこがもっと知りたい
～振り込め詐欺の手口と対策～
とき　４月23日㈪
　　　午後１時30分～２時45分
○元気づくり体操
～介護予防体操～
とき　４月26日㈭
　　　午後１時30分～３時
○健康セミナー
～しびれ、めまい、頭痛について～
とき　５月10日㈭
　　　午後３時～４時
○やさしい経済
～世界の経済の動き・見通しと日米
株価の動き～
とき　５月11日㈮
　　　午後１時30分～２時45分
○知って役立つ講座
～家庭でできる介助（ベッドでの着
替えと排泄ケア（清潔））～

り
よ
だ
金
年
民
国

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
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６
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４
０
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０
０
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取
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。

　

ま
た
、
保
険
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の
納
付
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は

翌
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付
方
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付
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。

　

経
済
的
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事
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で
保
険
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納
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と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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次
の
よ
う
な
前
納
制
度
を
利
用

し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

月
々
払
う
よ
り
も
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
。

現
金
納
付
の
場
合

○
２
年
前
納

○
１
年
前
納

○
６
カ
月
前
納

口
座
振
替
の
場
合

○
２
年
前
納
・
１
年
前
納
（
平
成

31
年
４
月
以
降
分
の
申
し
込
み
の

み
受
け
付
け
中
）

○
６
カ
月
前
納
（
10
月
か
ら
平
成

31
年
３
月
ま
で
の
保
険
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前
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す
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○
「
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と
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20
歳
以
上
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方
で
、
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た
方
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生

年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ
変
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す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
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に
扶
養
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れ
て
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た
配
偶
者
の
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つ
い
て
も
、
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
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民
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手
続
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を
し
て
く
だ
さ
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。
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社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る
無

料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
と
同
じ
相
談
が
で

き
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ
び
届

け
書
の
受
け
付
け
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
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所

▽
４
月
26
日
㈭  

午
前
10
時
〜
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後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
５
月
24
日
㈭  

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室
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保
険
料
の
納
付
は
お
得
な
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
の
保
険
料
は

　

１
万
６
３
４
０
円
で
す

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談



ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

５月からがん検診が始まります

　６～７月のがん集団検診日程について

　個別検診（医療機関）について

★検診の申込先：健康推進課（本館１階）
★申込受付・・・４月２日（月）から開始しています。

日程 場所 受付時間 検診項目 注意事項

６月23日（土） 鴨島公民館 午前８時30分〜 10時 胃がん（バリウム）・乳がん・大腸がん・前立腺がん・
肝炎ウイルス・ピロリ菌抗体・腹部エコー検診

※胃がん検診・腹
部エコー・乳がん
検診は、１日に受
けられる人数に限
りがありますので、
定数に達した時点
で締め切らせてい
ただきます。

６月28日（木） 山川公民館
午前８時30分〜 10時 胃がん（バリウム）・大腸がん・腹部エコー検診

午後１時〜３時 乳がん（マンモグラフィ）・大腸がん検診

７月６日（金） 川島公民館
午前８時30分〜 10時 胃がん（バリウム）・大腸がん・腹部エコー検診

午後１時〜３時 乳がん（マンモグラフィ）・大腸がん検診

７月31日（火） ふるさとセンター
（美郷） 午前８時30分〜 10時 胃がん（バリウム）・乳がん・大腸がん・前立腺がん・

肝炎ウイルス・ピロリ菌抗体・腹部エコー検診

※ピロリ菌抗体検査については、21ページをご覧ください。

★実施期間　平成 30 年５月１日～平成 31 年２月 28 日

検診（健診）の種類
対　象　者

平成30年度（平成30年4月1日～平成
31年3月31日）に該当年齢に達する方

個人負担金
（※１） 内　　容

個
別
検
診
（
医
療
機
関
で
実
施
）

胃がん検診（胃カメ
ラ）（※２）

50歳以上の方で平成29年度に受診し
ていない方（2年に1回） 4100円 胃内視鏡検査

大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便の検査（2日法）

子宮頸がん検診
 （※３）

20歳以上の女性で平成29年度に受診
していない方（2年に1回） 1200円 子宮頸部細胞診

乳がん検診（マンモグ
ラフィ検査）（※２、３）

40歳以上の女性で平成29年度に受診
していない方（2年に1回） 1500円 視触診および乳房エックス線検査

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査

肝炎ウイルス検査 40･45･50･55･60･65･70歳の方
（対象年齢内に1回限り） 無料 血液検査

歯周疾患検診 40･45･50･55･60･65･70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

ヤング健診 20歳～ 39歳の方 1000円 特定健康診査に準ずる項目
【基本的な健診項目】
問診・身体計測・理学的検査・血圧測定・尿検査・血
液検査（脂質検査・肝機能検査・腎機能検査・血糖検査）健康診査 40歳以上の生活保護受給者 無料

巡
回
検
診

肺がん・結核検診（※４） 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀痰検査 50歳以上で喫煙指数（1日本数×喫煙
年数）が600以上の方で希望する方 500円 痰の検査（※痰の検査のみはできません。胸部のエッ

クス線検査と痰の検査はセットになります）

※１　70歳（昭和24年３月３１日以前に生まれた方）以上、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は個人負担金が免除されます。
　　　ただし、ヤング健診・ピロリ菌抗体検査・腹部エコー検診・胃がん検診（胃カメラ）は年齢・所得に関係なく個人負担金が必要です。
※２　乳がん検診、胃がん検診（胃カメラ）を受診する方は、事前に健康推進課（本館１階）に申し込みください。「検診票」を送付します。
※３　検診無料クーポン券の方は、無料で受けられる検診があります。（乳がん・子宮頸がん）
※４　65歳以上の方は、結核検診として年１回の胸部エックス線検診を受けることが法律で義務づけられています。75歳以上の方に

は受診券を送付します。

　５月中旬に、20～74歳の女性および40～74歳の男性に「平成30年度がん検（健）診受診券つづり」を個別に郵送します。
　（75歳以上の方、20 ～ 39歳男性でピロリ菌抗体検査やヤング健診を希望する方は、健康推進課へ申し込みください）

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎22−2268　FAX22−2245

　８月以降のがん集団検診日
程については、６月号でお知
らせします。

　個別検診の実施医療機関に
ついては、広報よしのがわ５
月号でお知らせします。



不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25－6110　市環境企画課 ☎22－2230 ℻22－2247
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し
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。
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酸
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を
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に
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た
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減
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ま
す
。

　
症
状
と
し
て
、
め
ま
い
、
動
悸
、

息
切
れ
、
だ
る
さ
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
、

爪
や
髪
の
構
成
成
分
で
あ
る
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●問い合わせ　市健康推進課　☎22−2268　FAX22−2245

吉野川市特定不妊治療助成事業が始まります
　平成30年４月１日から、医療保険が適用されない特定不妊治療（体外受精・顕微授精）に要する費用の
一部を助成します。
　助成は、徳島県こうのとり応援事業の助成決定を受けたものに上乗せする形で行います。
　
　対 象 者　　次のすべてに該当する方が対象です。
　　○徳島県こうのとり応援事業の承認決定を受けていること。
　　○治療開始日において法律上の婚姻をしている夫婦であること。
　　○夫婦ともに申請日時点で１年以上本市に住所を有していること。
　　○夫婦ともに市税など（市税・保険料・保育料を対象）の滞納がないこと。
　
　助 成 額
　　○特定不妊治療に要した費用から、徳島県こうのとり応援事業に基づき助成を受けた額を控除した額

とし、１回の治療につき上限額を10万円とします。
　　○特定不妊治療のうち精子を精巣または精巣上体から採取するための手術（男性不妊治療）を行った

場合に要した費用から、徳島県こうのとり応援事業に基づき助成を受けた額を控除した額とし、１
回の治療につき上限額を５万円とします。

　
　申請方法
　　　下記の書類を健康推進課（本館１階）に提出してください。
　　　治療が終了した日の属する年度内（３月31日）までに申請してください。
　
　申請書類
　　　１．吉野川市特定不妊治療助成事業申請書（ホームページからダウンロード可）
　　　２．徳島県こうのとり応援事業承認決定通知書
　　　３．徳島県こうのとり応援事業受診証明書	
　　　４．戸籍謄本など
　　　５．住民票
　　　６．夫婦それぞれの所得額を証明する書類（所得・課税証明書）
　　　７．特定不妊治療を受けた医療機関発行の領収書
　　　８．通帳（申請者名義のもの）
　　　９．夫婦それぞれの印鑑（スタンプ・ゴム印不可）
　　　　　※３から７については徳島県こうのとり応援事業申請時に提出した3カ月以内の書類であれば
　　　　　　写しでも可とします。

　詳細は、ホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2018031900013/）を
ご覧いただくか、健康推進課にお問い合わせください。

Q. ピロリ菌って何？
　胃の中に生息する細菌です。感染す
ると、除菌しないと生涯胃の中で生
息、増殖するといわれています。

 
Q. ピロリ菌の感染経路は？
　ピロリ菌の感染経路ははっきりとは分かっていません
が、５歳くらいまでに口から感染すると考えられていま
す。そして80％は家族内感染と言われていますので、
親が感染していると子どもへの感染率が高まります。

 
Q. 胃がんとピロリ菌との関係は？ 
　胃がんの発症には、ピロリ菌の感染と胃粘膜の萎縮が強く関連しています。胃がんになった方の95％以
上はピロリ菌感染者で、除菌をしないまま放置すると、10数年～20年程度で萎縮性胃炎に進行し、胃が
んになる危険性が高まることが分かっています。ピロリ菌の感染の有無を検査し、陽性の場合は、ピロリ
菌の除菌を行うことで胃炎は治り、潰瘍や将来的な胃がんも予防できるのです。

ピロリ菌検査を実施します!!

20歳～49歳の方
(昭和44年４月１日～平成11年３月31日生)
※1回限り

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査（血液検査）
（※注：ヘリコバクター・ピロリ抗体検査は、胃がんを発見する検査ではありません。）

６月23日（土）
７月31日（火）
８月25日（土）
10月３日（水）
10月９日（火）
11月23日（金）

場　　所
鴨島公民館

ふるさとセンター（美郷）
吉野川市役所（東館）

川島公民館
山川公民館

吉野川市役所（東館）

日　　程

1 ,000円

対　象　者

自己負担金

検 査 内 容

実 施 方 法

※集団検診にて
　実施します。

※事前の申し込みが必要ですので、健診日の２週間前までに健康推進課（本館１階）
　申し込んでください。

受付時間

午前８時30分
～10時

そこで

ピロリ菌

●問い合わせ・申し込み 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245
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｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？



生活機能低下を防ごう
みんなで「生活不活発病」の予防を！
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20歳～49歳の方
(昭和44年４月１日～平成11年３月31日生)
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対　象　者
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※集団検診にて
　実施します。

※事前の申し込みが必要ですので、健診日の２週間前までに健康推進課（本館１階）
　申し込んでください。

受付時間

午前８時30分
～10時

そこで

ピロリ菌

●問い合わせ・申し込み 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245

20歳～49歳の方へ

｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？｢ピロリ菌検査｣ を受けてみませんか？



「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。

●問い合わせ 市国保年金課　☎22－2213　FAX22－2243

52,913円（被保険者全員が等しく負担）
被保険者均等割額

被保険者均等割額の軽減

10.34％（被保険者が所得に応じて負担）
所得割率

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合
33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得がない

（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割
33万円＋（27万５千円×被保険者数）以下 ５割
33万円＋（50万円×被保険者数）以下 ２割

均等割額 所得割額

５割軽減 負担なし

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ

●　保険料の計算方法・・・被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。
　　保険料 ＝ 被保険者均等割額52,913円＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.34％｝
　　平成30年度から保険料の年額の上限は57万円から62万円になります。
●　保険料の軽減・・所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、平

成30年度は次のとおり保険料が軽減されます。

　年金から差し引かれる方については、４月分から８月分までは仮徴収分として納めていただきま
す。保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、８月に保険料額の調整を行い、10月分以降の
年金から本徴収として納めていただきます。
　また、４月分の年金から保険料が差し引かれていない方については、８月に保険料額と納付方法
を記載した通知を送付する予定です。

保険料の納め方について

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外の健康保険の
被扶養者となっていた方が対象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該当する方について
は、いずれか大きい方の額が軽減されます。
【均等割額の軽減割合】　７割軽減 → ５割軽減

　被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に応じて、所得割額が軽
減されていましたが、制度の見直しにより平成30年度から廃止されます。
【所得割額の軽減割合】　２割軽減 → 軽減なし

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が世帯単位
で軽減されます。
【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中
軽減割合５割について　27万円 → 27万５千円
軽減割合２割について　49万円 → 50万円

所得割額の軽減廃止

被用者保険の被扶養者で
あった場合の軽減

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成30年度および平成31年度の保険料
率（被保険者均等割額・所得割率）が決定しました。また、制度の見直しや政令改正により、保
険料の上限額や被保険者均等割額・所得割額の軽減を改定しています。
　後期高齢者医療制度では、被保険者一人一人に納めていただく保険料は、公費や現役世代の支
援金とともに大切な財源となります。

●問い合わせ・申し込み 市国保年金課　☎22－2213　FAX22－2243

特定健康診査対象者

生 年 月 日 昭和18年10月１日～
昭和19年３月31日生まれの方

昭和19年４月１日～
昭和54年３月31日生まれの方

健 診 方 法
（１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月30日（日） 12月28日（金）

特 定 健 康 診 査
受 診 券

日帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。
《申し込み期限》　５月10日（木）まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
★申し込み用紙に必要事項を記入のうえ、①～④いずれかの方法で提出してください。
　　①窓　口 ： 国保年金課（本館１階）および各支所（川島・山川・美郷）
　　②郵　送 ： 〒776-8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課　保健事業係
　　③ＦＡＸ ： 0883-22-2243（受信確認後、ご連絡します。）
　　④電子メール：kokuhonenkin@yoshinogawa.i-tokushima.jp
※ 申し込み用紙は、国保年金課または各支所にあります。
　 吉野川市ホームページからもダウンロードできます。

【注意事項】

実施機関
とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック 徳島県農村健康管理センター

徳島市蔵本町１丁目10-3 徳島市南田宮４丁目8-56 阿波市阿波町平川原北59-1
☎088-633-2266 ☎088-632-9111 ☎0883-36-6611

健診日程

１ 希望月 ７月 4 希望月 ７月 7 ７月４日（水）
２ 希望月 ８月 5 希望月 ８月 8 ７月18日（水）
３ 希望月 ９月 6 希望月 ９月 9 ８月16日（木）
上欄、１～６の希望月については、実施機関から日程調整の電話連絡があります。 10 ９月５日（水）

受診者負担額 16,000円
募集人数 440人

※集団健診は、広報よしのがわ５月号に詳細を掲載します。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成30年度特定健康診査（日帰りドック健診・医療機関健診）のお知らせ（日帰りドック健診・医療機関健診）のお知らせ

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成30年度特定健康診査

受診券は、７月上旬までに個別に郵送します。
「平成30年度特定健康診査実施機関一覧表」は、受診券に同封します。

・各健診日程において申し込み者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。ご希望に添えない場合もあり
　ますのでご了承ください。
・申込者全員に、「決定通知」をお送りします。募集人数を超え、ご希望に添えなかった場合も通知します。　
　決定後、日程変更やキャンセルをされる場合は、必ず実施機関および国保年金課に連絡してください。
・実施機関によって検査項目が若干異なりますので、希望される項目をご確認のうえ、お申し込みください。
　（保険証送付時に同封しています ｢特定健康診査のお知らせ｣（ピンク色）にてご確認ください）
・ドック検査項目のうち、一部未受検による検査費用の調整は行いませんのでご了承ください。
・定員に満たない場合は、５月11日（金）から５月31日（木）まで受け付けを継続しますが、定員になり次第締め
　切りいたします。



「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう

●問い合わせ・申し込み 市国保年金課　☎22－2213　FAX22－2243

特定健康診査対象者

生 年 月 日 昭和18年10月１日～
昭和19年３月31日生まれの方

昭和19年４月１日～
昭和54年３月31日生まれの方

健 診 方 法
（１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月30日（日） 12月28日（金）

特 定 健 康 診 査
受 診 券

日帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。
《申し込み期限》　５月10日（木）まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
★申し込み用紙に必要事項を記入のうえ、①～④いずれかの方法で提出してください。
　　①窓　口 ： 国保年金課（本館１階）および各支所（川島・山川・美郷）
　　②郵　送 ： 〒776-8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課　保健事業係
　　③ＦＡＸ ： 0883-22-2243（受信確認後、ご連絡します。）
　　④電子メール：kokuhonenkin@yoshinogawa.i-tokushima.jp
※ 申し込み用紙は、国保年金課または各支所にあります。
　 吉野川市ホームページからもダウンロードできます。

【注意事項】

実施機関
とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック 徳島県農村健康管理センター

徳島市蔵本町１丁目10-3 徳島市南田宮４丁目8-56 阿波市阿波町平川原北59-1
☎088-633-2266 ☎088-632-9111 ☎0883-36-6611

健診日程

１ 希望月 ７月 4 希望月 ７月 7 ７月４日（水）
２ 希望月 ８月 5 希望月 ８月 8 ７月18日（水）
３ 希望月 ９月 6 希望月 ９月 9 ８月16日（木）
上欄、１～６の希望月については、実施機関から日程調整の電話連絡があります。 10 ９月５日（水）

受診者負担額 16,000円
募集人数 440人

※集団健診は、広報よしのがわ５月号に詳細を掲載します。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成30年度特定健康診査（日帰りドック健診・医療機関健診）のお知らせ（日帰りドック健診・医療機関健診）のお知らせ

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成30年度特定健康診査

受診券は、７月上旬までに個別に郵送します。
「平成30年度特定健康診査実施機関一覧表」は、受診券に同封します。

・各健診日程において申し込み者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。ご希望に添えない場合もあり
　ますのでご了承ください。
・申込者全員に、「決定通知」をお送りします。募集人数を超え、ご希望に添えなかった場合も通知します。　
　決定後、日程変更やキャンセルをされる場合は、必ず実施機関および国保年金課に連絡してください。
・実施機関によって検査項目が若干異なりますので、希望される項目をご確認のうえ、お申し込みください。
　（保険証送付時に同封しています ｢特定健康診査のお知らせ｣（ピンク色）にてご確認ください）
・ドック検査項目のうち、一部未受検による検査費用の調整は行いませんのでご了承ください。
・定員に満たない場合は、５月11日（金）から５月31日（木）まで受け付けを継続しますが、定員になり次第締め
　切りいたします。



「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう

所得段階 介護保険料（年額） 対象者の内容

第１段階被保険者 基準額×0.45 35,600円
・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円以下の人

第２段階被保険者 基準額×0.75 59,400円 ・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額が80万円超
120万円以下の人

第３段階被保険者 基準額×0.75 59,400円 ・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額が120万円
を超える人

第４段階被保険者 基準額×0.9 71,200円 ・同じ世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で合計所得金
額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

第５段階被保険者 基準額×1.0 79,200円 ・同じ世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で合計所得金
額と課税年金収入額の合計が80万円を超えている人

第６段階被保険者 基準額×1.2 95,000円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が120万円未満の人

第７段階被保険者 基準額×1.3 102,900円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が120万円以上190万円未
満の人

第８段階被保険者 基準額×1.5 118,800円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が190万円以上290万円未
満の人

第９段階被保険者 基準額×1.7 134,600円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が290万円以上の人

生活保護を受給していますか？

世帯の中に住民税が
課税されている人は
いますか？ 本人は住民税課税者ですか？

老齢福祉年金を受給していますか？
本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下ですか？

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
①80万円以下
②80万円超～120万円
③120万円超

前年の合計所得金額が
⑥120万円未満
⑦120万円以上～190万円未満
⑧190万円以上～290万円未満
⑨290万円以上

スタート

第１段階 第２段階 第９段階第８段階第７段階第６段階

はい

はい
はい

はい

はい
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

第４段階第３段階 第５段階

① ⑥ ⑦ ⑧ ⑨② ③

介護保険の財源内訳

図１

40～64歳
28% ➡

65歳以上
22% ➡

公費
（国・県・市の
負担金）
50%保険料

保険料

吉野川市の介護サービス総費用のうち
65歳以上の負担分（23%）

吉野川市の65歳以上の人数
÷12カ月＝（月額）

●問い合わせ 市介護保険課　☎22－2264　FAX22－2260

23%

27%

23%

27%

　介護保険事業は介護保険法の規定に基づき、３年ごとの事業計画内容の見直
しを行いました。保険料は介護保険事業計画で見込んだ要介護高齢者の増加傾
向や介護サービスの供給量により、３年間を通じて介護保険財政の収支が均衡
するように設定します。
　運営に必要な財源は、国・県・市が半分を負担し、残りの半分を介護保険加
入者が保険料として負担します。今回、高齢層の増加、若年層の減少に伴い、
第１号被保険者（65歳以上）の負担率が22％から23％、第２号被保険者（40
歳から64歳）の負担率が28%から27%になりました（図１）。
　今回の見直しで、平成30年度から平成32年度までの第１号被保険者の介護
保険料の保険料基準額（月額）を5,885円から6,600円に改定しました。
　介護が必要になっても、住み慣れた地域で支え合い、自分らしい生活を送
ることができる吉野川市となるよう、皆さんのご理解とご協力をよろしくお
願いします。

標準額

第１号被保険者（65歳以上）の保険料は所得に応じて決まります

第７期計画期間（平成30年度～平成32年度）における保険料

介護保険料の改定についてお知らせします。

第１号被保険者（65歳以上）の保険料は、市で
必要な介護サービス費用をまかなえるように
算出された基準額をもとに所得に応じて決ま
ります。



「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を

５日㈯　子どもの日！鴨島児童館プレ
　　　　ゼンツ♬（S-tyle）
15日㈫　乳幼児子育て広場
16日㈬　硬筆教室
　　　　助産師による産後メンテナンス教室
23日㈬　木村直子先生子育て講演会
26日㈯　おもちゃ病院が来るよ！　

鴨島児童館
住　所　鴨島町知恵島1208番地2
　　　　TEL・FAX 0883-24-2379
開館日　月～土
開館時間　10時～ 18時（月～金）
　　　　13時～ 18時（土曜日）

２日㈬　製作を楽しもう！
2、17、22、30日
　　　　ほっとティーブレイク
９日㈬　楽しく作ろう！
17日㈭　クッキング	
22日㈫　ダルクローズリトミック
30日㈬　乳幼児子育て広場
　　　　身体測定

鴨島南児童館
住　所　鴨島町飯尾550番地76
　　　　TEL・FAX 0883-22-2277
開館日　月～土
開館時間　10時～ 18時（月〜金）
　　　　13時〜 17時30分（土曜日）

８日㈫　絵画教室	
11日㈮　英語教室
12日㈯　おやつ作り（ブラウニーを作ろう）
16日㈬　ダルクローズリトミック
21日㈪　硬筆教室	
28日㈪　やさかあそべぇ（運動教室）

八坂児童館
住　所　山川町安楽寺165番地
　　　　TEL・FAX 0883-42-6828
開館日　月～土
開館時間　10時～ 18時（月～金）
　　　　13時～ 17時30分（土曜日）

８日㈫　絵本の読み聞かせ
10日㈭　母の日のプレゼント作り
11日㈮　赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
　　　　あじさいのヘアゴム作り
22日㈫　誕生会・写真撮影
　　　　Let's Enjoy English
29日㈫　リトリト☆リトミック

子育て支援センター
ちびっこドーム

住　所　川島町桒村2421番地1
　　　　（川島こども園内）　　　　　
　　　　TEL 0883-25-6616
　　　　FAX 0883-25-6617
開館日　月～土
開館時間　9時～ 17時

２日㈬　子育て何でも相談
９日㈬　母の日のプレゼント作り
　　　　こども園園庭開放	
16日㈬　絵本の広場
29日㈫　食育相談
30日㈬　誕生会

住　所　吉野川市山川町町94
　　　　（高越こども園内）
　　　　TEL・FAX 0883-42-5758 
開館日　月～金
開館時間　９時〜 15時

15日㈫　ベビーマッサージ
16日㈬　お誕生日会
29日㈫　ファーストサイン
30日㈬　イザヤ先生と英語で遊ぼう！
31日㈭　イザヤ先生と英語で遊ぼう！

子育て支援館
ぶどうの木

住　所　鴨島町鴨島440番地２
　　　　（認定こども園めぐみ幼稚園めぐ
　　　　み保育園北側）　　　　　
　　　　TEL 0883-38-9117
　　　　FAX 0883-24-2435
開館日　月～金
開館時間　9時～ 15時

10日㈭　絵本の日
17日㈭　作って遊ぼう（紙ひこうき）
24日㈭　運動遊び
31日㈭　ベビーマッサージ

住　所　鴨島町西麻植字大東98－１
　　　　（鴨島かもめこども園内）
　　　　TEL 0883-24-2856
　　　　FAX 0883-24-2857
開館日　月・水・木
開館時間　10時～ 15時

８日㈫　運動遊び
15日㈫　絵本の日
17日㈭　ベビーマッサージ
25日㈮　作って遊ぼう

住　所　山川町諏訪266-5
　　　　（山瀬かもめこども園内）
　　　　TEL 0883-30-1212
　　　　FAX 0883-30-1213
開館日　火・木・金
開館時間　10時～ 15時※月間行事予定表はQRコードでご

確認ください。
※各施設にも月間行事予定表を備え
付けています。

※詳しくは、各施設へ直接お問い合
わせください。

吉野川市 子育て支援施設 ５月の行事予定吉野川市 子育て支援施設 ５月の行事予定

●問い合わせ　市子育て支援課　☎22−2266　FAX22−2245

子育て支援室
ほたるルーム

地域子育て支援センター
かもめ元気クラブ

地域子育て支援センター
山瀬わんぱく広場

八坂児童館「リトミック」 ぶどうの木「親子英語」



「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を
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・ 夜間・休日在宅当番医表

４月・５月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22−2265　FAX22−2260

５月の介護予防教室

５月のリハビリ教室

５　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
7 月 9:00 ～ 10:30 南町集会所 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

8 火 9:00 ～ 10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
9 水 9:00 ～ 10:30 川島公民館久保田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

10 木 9:00 ～ 10:30 川島公民館城山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
13:00 ～ 14:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操

11 金 9:00 ～ 10:30 三ツ島西公会堂 川 島

15 火 9:00 ～ 10:30 川島公民館上桜分館 川 島 口 腔(こ う く う)ケ ア
13:00 ～ 14:30 山川公民館 山 川 栄 養 の お 話

16 水 9:10 ～ 10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
9:10 ～ 10:30 東山老人憩の家 美 郷

17 木 9:00 ～ 10:30 忌部農業構造改善センター 山 川
18 金 9:00 ～ 10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操
22 火 9:00 ～ 10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

24 木 9:00 ～ 10:30 牛島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:00 ～ 14:30 山路東原集会所 鴨 島 口 腔 ケ ア

25 金 9:00 ～ 10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

28 月 9:00 ～ 10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 口 腔 ケ ア
13:00 ～ 14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

５　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
8 火 13:00 ～ 15:00 北村農村改善センター 山 川 ・血圧測定

・体力測定（握力・２ステップ）
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

11 金 13:30 ～ 15:30 山川公民館 山 川
18 金 9:30 ～ 11:30 川島公民分館神後分館 川 島
21 月 9:00 ～ 11:00 東新町ふれあい会館 鴨 島

４月 ５月 医　院　名 電話番号
11 大 内 整 形 外 科 24−3058
12 22 杏 和 医 院 22−0333
13 ⑲ 高橋皮膚科クリニック 24−5122
14 21 井 内 内 科 24−3070
⑮ 17 松 永 医 院 42−2110
16 18 工 藤 内 科 医 院 42−3113
17 23 中西内科クリニック 42−6755
18 26 リバーサイドクリニック岡田 24−8884
19 28 石原内科循環器科 24−2536
20 31 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24−8070
21 ④ 鈴木内科（敷地） 24−5880
㉒ 16 杉 山 医 院 25−2802
23 30 森 住 内 科 医 院 22−3010
24 あ お ぞ ら 内 科 22−1311
25 29 グリーン耳鼻咽喉科 24−2488
26 かなめ小児科内科クリニック 26−0310

４月 ５月 医　院　名 電話番号
27 24 麻名内科外科クリニック 26−0020
28 さ く ら 診 療 所 42−5520
㉙ 矢 田 医 院 25−2006
㉚ 木 村 内 科 胃 腸 科 24−6413

1 知恵島皮膚科診療所 36−9012
2 よしのがわ往診診療所 36−1850
③ 谷 医 院 42−2353
⑤ 阿 部 整 形 外 科 24−4880
⑥ 鈴木内科（喜来） 24−3413
7 糸田川クリニック 24−7555
8 渡 辺 医 院 24−7177
9 石 原 小 児 科 24−2388

10・25 古本内科クリニック 24−7377
11 美 摩 病 院 24−2957
12 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24−2566
⑬ 岸 整 形 外 科 25−3133

４月 ５月 医　院　名 電話番号
14 四 宮 医 院 25−2016
15 糸 田 川 眼 科 24−2531
⑳ 鴨 島 病 院 24−6565
㉗ 富 本 医 院 42−3123

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～16時（直接問い合わせてください）

小児救急医療体制



「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで
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◆開室時間
　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休室日
　火曜日、祝日、
◆ボランティアグループ「よみっこ★か～も」
による絵本のよみきかせの会
毎月第２土曜日午前10時30分から／鴨島
公民館２階和室／参加費無料
◆新刊案内
　【一般書】
　　「インフルエンス」　　　　近藤史恵　著
　　「いのち」　　　　　　　瀬戸内寂聴　著　
　　「森家の討ち入り」　　　　諸田玲子　著
　　「意識のリボン」　　　　　綿矢りさ　著　
　　「俺はエージェント」　　　大沢在昌　著
　【児童書】
　　「へそとりごろべえ」　　　赤羽末吉　著
　　「うちのウッチョパス」　　　のぶみ　著
　　「おもちおばけ」　　　ささきようこ　著

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休館日
水曜日、祝日、月末資料整理
日（４月30日㈪、５月31日
㈭）

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休館日
月曜日、祝日、月末資料整理
日（４月27日㈮、５月31日
㈭）

◆おはなし会
５月12日㈯
午後２時から（約30分間）
／毎月第２土曜日開催
◆子ども映画会
４月21日㈯（シンデレラ）
５月19日㈯（ドナルド・ダッ
ク１）
午後２時から（約１時間）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113

川 島 図 書 館
☎25−3141　FAX25−5382

山 川 図 書 館
☎42−5222　FAX26−4101

図  書  だ  よ  り



大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL. 0883 24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。

慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!
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事故で
困ったな…

保険って
難しいな…

誰かに
聞きたいな…

ユートピア保険サービス

ご相談ください。あなたの心がスッキリするまで
お話しさせて頂きます。

ユートピア保険サービスユートピア保険サービス


